


































ぞれ歩数計 164（平均 3.04/頭），アクテイビテイ 176
（平均 2.51/頭）であり，歩数計の 1頭当たりの繁殖治
療数が多かった。また，発情を感知しなかった頭数は
歩数計で 41，アクテイビテイ 4であり歩数計の方が
多く，高齢牛および蹄病疾患牛に顕著にみられた。
【考察】
今回の試験結果から乳牛の繁殖管理にはアクテイビ
テイを利用することで，授精回数は増えるものの分娩
間隔の短縮がみられたことおよび繁殖治療頭数の減少
したことから経済効果は高く有用であった。発情発見
率では圧倒的に首の反応によるアクテイビテイの方が
勝っていた。歩数計は歩く動作に対して反応するもの
で，高齢牛および蹄病牛は歩きたがらないので不利な
点がある。よって，アクテイビテイは今後発情発見率
の低下牛群には必須のアイテムであると考えられた。
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